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連載 第18回（最終回）

● 介護業界の人材不足に 
どう対応していくべきか？

　厚生労働省が公表した「第７期介護保険

事業計画に基づく介護人材の必要数につい

て」１）によると，2020年度末には約216万

人，2025年度末には約245万人の介護人

材が必要とされています。2016年度の介

護職員が約190万人ということから考える

と，2020年度末までに約26万人，2025年

度末までに約55万人を確保しなければなら

ないという計算になりますが，果たしてこ

の目標は達成できるのでしょうか？

　「一個人が頑張ってもどうにもならない」

と，現状を静観している人はたくさんいる

でしょう。ただ，少なくとも読者の皆さん

が経営する（もしくは勤務している）事業

所の人材不足の問題は，必ず解消していか

なければなりません。

　実際，国も「介護職員の処遇改善」「外

国人材の受け入れ環境の整備」など，さま

ざまな対策を講じていますが，介護福祉士

を養成する大学や専門学校の入学者が2006

年度以降，11年連続で定員割れとなって

いる現状では２），対策なしでこの人材不足

を乗り越えることはできないでしょう。

　そこで今回は，北九州市若松区にある「有

限会社おもやいの家」相談役のいっしゃん

に，“介護業界の人材不足を乗り越えるた

めに必要なこと” についてお話を伺いまし

た。いっしゃんは，デイサービスやグルー

プホームを立ち上げた後，高校の介護福祉

コースの教員を経て，現在は職業訓練の専

門校で教務主任として活躍しています。

いっしゃんが介護

の仕事を始めた

きっかけを教えて

ください。

実は，私はもとも

とは保育士を目指し

ていました。実際に

保育士の資格を取得

して “無事卒業” と

いう時，通っていた

専門学校から「新たに介護福祉専攻科がで

きたので受講しませんか？」と声をかけら

れたのです。卒業は決まったものの，当時

インタビュー

有限会社おもやいの家
相談役　いっしゃん

人材不足を乗り越える事業所と 
その波にのまれてしまう事業所の違い

「お遍路などで，時には職
場を離れて自分を見つめ直
す時間も必要」と話すいっ
しゃん
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はすぐに就職したいという気持ちはありま

せんでした。

　こうして，学校から勧められるまま介護

のことを学ぶようになりました。はじまり

はそんなきっかけです（笑）。そのような

きっかけでしたので，授業自体は興味の持

てる内容ではありませんでした。そのため，

１年制の介護福祉専攻科を卒業後，「介護

の仕事がしたい」という気持ちにはなりま

せんでした。とは言え，ほかにやりたい仕

事もない。

　こうした中，地元の病院で介護福祉士と

して働いていた１つ年上の先輩から，「勤

務先の病院で一緒に働かないか？」と声を

かけてもらい，その病院で働くことになっ

たのです。もし，その先輩から声がかから

なければ，介護の仕事はしていなかったか

もしれません。

　病院での仕事は，おむつ交換や食事の配

膳・下膳など，患者の身の回りの世話と看

護師のサポートでした。私の周りには，こ

うした仕事にやりがいを見いだせない人も

いましたが，私自身は嫌ではなかったし，

何ら抵抗もありませんでした。職場の人間

関係も良く，何よりおじいちゃんやおばあ

ちゃんと接することが大好きでした。

　この病院では４年間お世話になりました

が，結婚を機に引っ越しをしたことで通勤

時間が長くなってしまったため，北九州市

若松区にある介護事業所に転職することに

しました。

いっしゃんが起業しようと思ったきっか

けを教えてください。

今思えば，両親の死がきっかけになった

のではないかと感じています。私が12歳

の時に父親を亡くし，さらに19歳の時に

母親を事故で亡くしました。こうした体験

から当たり前のことですが，“人は100％

死ぬ” ということを強く意識するようにな

りました。「どんなに長生きしても120歳

まで。人は100％死ぬことが決まっている

のであれば，100％に近い確率で自分の人

生は自分で決めていくべきだ」そう考える

ようになったのです。ですので，病院に勤

務した時から「いずれは起業する」と決め

ていました。それが，学校卒業後にたまた

ま働いた介護業界だったというわけです。

　ちなみに，若松区の介護事業所に面接に

行った時に，その思いを伝えました。起業

したいという思いを隠して就職するのは，

雇ってくれる事業所に対して失礼だと考え

たからです。とは言え，雇用してもすぐに

辞めて同じ地域で開設する人なんて，普通

は採用してくれませんよね。

　しかし，その意気込みに共感してくれた

のか，実際に採用してくれた事業所があっ

たのです。若松区でも有数の介護事業所で

す。その事業所ではいろいろな介護事業を

営んでいましたが，私が配属されたのはデ

イサービスでした。このことも，私がデイ

サービスを開設するきっかけの１つになっ

たと思います。

御社のデイサービスの特徴を教えてくだ

さい。

当デイサービスは，小規模デイサービス

の特徴を生かして，利用者一人ひとりの要

望に応えていくことを強みとしています。

「買い物に行きたい」「映画を観に行きた

い」「たまにはお酒を飲みたい」など，利

用者の要望を聞き取り，可能な限り対応し

ています。

　利用者の多くは，心身の状態などにより

制限だらけの生活を送っています。そのた

め私は，若くして両親を亡くしたというこ
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ともあったと思いますが，利用者一人ひと

りの希望を叶えることで，より充実した

日々を過ごしてもらいたいと考えたので

す。いずれ人は誰しも人生の最期を迎えま

す。ですので，私が運営するデイサービス

は制限だらけにしたくなかったのです。

　そのため，今思えば，開設後に行った広

告宣伝は，かなり過激な内容でした。15年

以上前のことになるので正確には覚えてい

ませんが，「デイサービスでお酒は飲めま

すか？　大きな声では言えませんが……」

というようなキャッチコピーを10個書い

たチラシを若松区全体に配布したのです。

その数は５万部を超えていたと思います。

当デイサービスには，“制限がない” とい

うことを訴求したかったのですが，このよ

うな広告は今ならできませんね（笑）。

　なお，利用者ゼロからのスタートだった

ため，開設してからの半年間は特に苦労し

ました。なぜなら，チラシの反響はあった

ものの，なかなか利用には至らなかったか

らです。ただ，一人ひとりの要望にきちん

と対応することで，利用者だけではなく，

ケアマネジャーとの信頼関係が築けたこと

がきっかけで，利用者の紹介も少しずつ増

えていきました。

　実際，利用者のおばあちゃんと共に，離

れ離れになった弟さんに会いに行ったこと

もあります。そのおばあちゃんは認知症を

有していましたが，残された記憶を頼りに，

車で２時間かけて大分県中津市の耶馬渓ま

で行きました。

　「こんなとこやった」「そう，ここのそば

や」と，おばあちゃんの記憶をたどりなが

らの旅に不安を感じましたが，おばあちゃ

んの「弟にどうしても会いたい」という思

いに応えるため，私は車を走らせ続けまし

た。そうした中，おばあちゃんが興奮した

様子で「確か，ここやった」と私に声をか

けてきました。その様子を見て，私も「こ

こで間違いない」と確信しました。

　ただ，弟さんに「これから会いに行く」

という連絡を事前に入れていなかったため，

弟さんが実家で生活をしているという保証

はありませんでした。私がドキドキしなが

ら玄関のインターホンを鳴らすと，すぐに

反応が返ってきました。そして，玄関先に

現れたのは，何十年も会っていなかった弟

さんだったのです。

　本当にうれしかったです。姉弟の久々の

会話に私も耳を傾け，貴重なひと時を過ご

すことができましたが，このような事例は

介護保険制度上ではルール違反です。です

ので，もちろん介護報酬はもらっていませ

ん。あくまで私が一人の人間として行った

ことです。

　ありがたいことに利用者の人数も増えて

きたので，現在はすべての要望に応えるこ

とができているわけではありませんが，こ

れからも起業時の思いを忘れずにデイサー

ビスを運営していきたいと思っています。

複数の介護事業所を長年運営されていま

すが，求人方法に変化はありますか？

基本的に求人方法は昔から変わっていま

せん。大切にしているのは “縁” だけです。

もちろんハローワークにも求人を出してい

ますが，反応は年々減っていますし，これ

からも減り続けるでしょう。こうした時代

に必要なのは，来た人（介護職員や利用者）

をどれだけ大切にできるかです。これが重

要なポイントだと考えているため，むやみ

やたらと求人募集することはありません。

　縁のあった人を大切にすることで，その

人がまた別の人を紹介してくれます。やは
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り，求人における最強の広告は口コミでは

ないでしょうか。やりがいがあり，明るく

働きやすい職場であれば，実際に働いてい

る職員が知り合いを連れてきてくれるので

す。それに，そうした職場では離職率が必

ず低くなります。

　とは言え，何もせずにその縁をじっと

待っているわけでもありません。自ら考え

行動することで，自然と縁はつながってい

くものです。ただし，それは介護職員を紹

介してもらうために，「いろいろな交流会

に参加しよう」「知り合いに声をかけてみ

よう」と行動することを指しているのでは

ありません。ここで大切なのは，「縁あっ

た人に役立てることを率先して行う」とい

うことです。そして，その時は見返りを求

めずに行動するのです。

　昔から “損して得（徳）とれ” とよく言

われていますが，起業してからは「本当に

そうだな」と思うことばかりです。

高校で介護福祉コースの教員や，職業訓

練の専門校で実務者研修の教務主任を担

当することになった経緯などを教えてく

ださい。

１つ前の質問にもつながる内容ですが，

これも人の “縁” で教員の仕事を請け負う

ようになっただけです。知り合いから「請

け負ってくれる先生がいないのでお願いで

きませんか？」と声をかけられたのがきっ

かけです。

　私も複数の介護事業所の経営に携わって

いますが，当時，人手が充足していたわけ

ではありませんでした。限られた人員で事

業所を運営していましたが，知り合いから

の懇願で引き受けることにしました。「お

役に立てれば」という思いで。

　高校の教員として勤務したのは３年間で

したが，授業では介護のことだけではな

く，「人としての生き方」や「社会人とし

ての在り方」を話すことも多かったです。

そして，現在は職業訓練の専門校（以下，

専門校）で，社会人と障害を持つ人向けに

実務者研修の授業を行っており，半年間か

けて介護技術と実践的な知識を学んでも

らっています。

　なお，教員として私が目標にしているの

は，卒業生の皆さんが「介護の仕事がした

い」と思える授業にすることです。なぜな

ら，せっかく介護のことを学んでも，卒業

後は別の業界に就職する人がたくさんいる

からです。こうしたことは，介護業界に長

年身を置く私にとってとても寂しいことで

す。ですので，授業では介護技術や知識を

学んでもらうだけではなく，介護の魅力を

伝えることにも力を入れています。

　そのような思いで授業を進めていくうち

に，学生や受講生から「卒業後は先生の事

業所で働きたい」と言われるようになりま

した。高校や専門校は私が運営している事

業所と離れた地域にあったため，当時はそ

のようなことを想定していませんでした。

近所に求人募集している介護事業所はたく

さんあるにもかかわらず，通勤時間が長い

弊社で働くことを希望してくれる。これは

本当にありがたいことだと思います。

今後ますます深刻化する介護業界の人材

不足を乗り越えるため，事業所としてど

のようなことが必要でしょうか？

読者の皆さんもすでに実感していること

だと思いますが，「ハローワークに求人を

出せば介護職員が集まる」という時代はと

うに過ぎてしまいました。しかし，普通に

経営していれば利用者は集まりますし，売

り上げのほとんどは介護報酬で賄われてい
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るため，売掛金の未回収リスクなども存在

しません。そのため，こうした状況にあぐ

らをかいて努力を怠っている経営者は少な

くないように感じています。

　ただ，その中で目を背けてはならないの

が，介護業界の人材不足の問題です。実際，

私の地域でも介護職員が集まらないため

に，要介護者を受け入れることができない

特別養護老人ホームもあります。こうした

事例は，今後ますます増えていくのではな

いでしょうか。

　その中で大切なのは，「事業所の魅力を

きちんと周りに伝える」ということです。

なぜなら，介護業界の人材不足により求人

情報が溢れているという状況から，“求職

者は就職先の介護事業所をじっくり選ん

でいる” という傾向が強くなっているから

です。

　私も教員の仕事をすることによって，そ

のことを強く意識するようになりました。

実際，学生や受講生の実習先を紹介する場

合は，私自身が「良い」と思った施設を勧

めたくなるからです。それに，学生たちも

せっかくなら「人間関係が良い」「施設の

雰囲気が明るい」「上司が丁寧に指導して

くれる」といった職場で働きたいと考えて

いますので，私が「良い」と思って勧めた

実習先にそのまま就職する人も多いです。

　こうしたことから，周りに「やりがいが

あり，働きやすい職場である」ということ

を知ってもらう取り組みが必要だと考えて

います。私自身も，出会った人との縁を大

切にすることで求職者を紹介してもらう機

会に恵まれましたし，教員の仕事をするこ

とで卒業生の採用にもつながりました。こ

れは，私が経営しているデイサービスの仕

事を真面目に行っているだけでは起こり得

なかったことです。

　現在は，社会福祉法人でも運営に行き詰

まるような時代です。また，これからは事

業の拡大や売り上げだけを追うような自己

顕示欲の強い経営者は，介護職員からどん

どん敬遠されるはずです。私自身もそうな

らないよう分をわきまえ，目の前にいる人

の役に立つ活動を続けながら，社会から必

要とされる事業所にしていきたいと思い

ます。

●求職者から選ばれるために 
必要なこと

　いっしゃんのお話はいかがでしたか？　

私自身，いっしゃんとの出会いから10年

以上がたちましたが，初めてお会いした時

から「気軽に “いっしゃん” って呼んでね」

と声をかけていただき，現在に至っていま

す。こうしたことから今回は，親しみを込

めて “いっしゃん” という愛称で紹介しま

した。

　いっしゃんが行っている取り組みは，誰

も真似できないようなことではありません。

やろうと思えば誰でもできることばかりで

すが，実際はほとんどの人が実践できてい

ません。なぜなら，人が断るようなことで

も率先して行っているからです。その目的

は，目の前で困っている人の役に立つため，

ただそれだけなのです。しかし，こうした

取り組みは自然と口コミで広がっていくも

のです。私が本連載で紹介したように。

　あなたの職場はどのようなところです

か？　そして，その職場の魅力は周りの人

（求職者など）に伝わっていますか？　こ

れからの介護業界の人材不足を乗り越える

ために必要なのは，「求人募集をしている」

ということだけではなく，事業所の魅力が
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求職者に伝わるように「適切な情報をきち

んと発信していく」ということです。それ

は，人の縁で伝わっていくこともあれば，

自社のホームページでしっかり伝えること

もできます。今回紹介した内容を参考にし

ていただきながら，この人材不足を力強く

乗り越えてください！

連載のおわりに

　これまで３年にわたって「選ばれるデイ

の条件と実際の取り組み」をお読みいただ

き，本当にありがとうございました。長い

ようであっという間の３年間。本連載で，

私自身が多くのことを学ばせていただきま

した。

　そして，ここまで続けてこられたのは，

取材にご協力いただいたデイサービスで働

く皆様のおかげです。実際，私一人でテー

マを決めて執筆していたら，間違いなくネ

タ切れで行き詰まっていたはずです。とい

うより，そもそも連載延長にはならなかっ

たでしょう（笑）。

　この場をお借りして，本連載の読者の皆

様，取材にご協力いただいた皆様，そして

連載という機会を与えていただき，執筆を

支えてくださった日総研出版の皆様に御礼

申し上げます。
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